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HBs 抗原の肝細胞内分布形態は，胞体中央型 (Central type )、胞体周辺型 (Peripheral tｭ
ype )，変化型 (Variable type )の三型に分類できた。胞体中央型はさらに封入体型と不整型に，
胞体周辺型は幅広型と幅狭型に，変化型は大空胞型，小空胞型，網状型，果~J粒型濃縮型に分けられ
た。 HBs 抗原陽性肝細胞の組織学的分布には spotty pattern と massive pattern があり，胞体中
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央型と変化型は spotty pattern を示し，胞体周辺型は massive pattern を示した
以上の各型について 笹光抗体法と志方氏のオルセイン染色は一致することを確認したo
I. HBs 抗原の肝臓内分布
昭和46年 6 月から 52年 1 月までに当教室で剖検された症例の内で，剖検時血清中の HBs 抗原­
HBs 抗体の測定された症例が 673 例あり その内から HBs 抗原・ HBs 抗体の有無を指標にし




し，組織レベルでは spotty pa ttern と massive pattern を示すもののみを陽性とし，オルセイン
陽性の分布度は各切片単位で判定し，低倍 (x 40) で検鏡して毎視野に認められるものを朴， 3 視
野以下のものを十とし，それ以外のものを#とした。さらに massive pattern を示すものについて
は各切片内の陽性数をかぞえた。
① 全症例 115 例中オルセイン陽性例が36例 (31 %)で，この36例全例で，各例 2 ブロックについて，
上と同じように後光抗体法を行ってからオルセイン染色中曾変法を行ったが両者はまったく一致し
た。
②血中 HBs 抗原・抗体とオルセイン陽性率との関係は， HBs 抗原陽性・抗体陰性例で77% ， H 





















著者はオルセイン染色志方法を改良し より鮮明に HBs 抗原を染色しうることを明らかにし，こ
の中曽法を用いて 115 例の剖検肝の大割切片を観察している。著者は HBs 抗原の盤光抗体法とオル
セイン染色は一致することを確認し， HBs 抗原の肝細胞内分布形態を 3 型に分類しえた。又， HB 
s 抗原均一率90%以上の均一型が86%の症例に認められ，従って86%の症例は非癌代表切片 1 枚で H
Bs 抗原を確認しえた。更に肝癌細胞内に HBs 抗原を認めているがこれは重要な知見である。
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